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研究課題 

 
ダイヤモンド砥粒内蔵石油掘削用トリゴンビットの開発 

 
研究状況 

 

石油掘削用のビットは数千メートルも掘り進むため、掘削途中のビットの交換には莫大な費用が

発生する。したがって研削ビット交換回数の低減は何より優先される。例えコスト高になっても然

りである。ダイヤモンドをふんだんに用いたビットもその様な事情から使用されている。一般的な

ビットは超硬合金チップをビット本体に圧入したものである。この超硬合金チップに、ダイヤモン

ドを効果的に分散できれば、超硬合金とダイヤモンドの両方の特性が生かされた、新しい複合材料

チップが誕生する。当然チップの耐磨耗性は大幅な向上が予想されるが、これは必然的にビットの

飛躍的な長寿命化のへの期待につながるものである。そこで、ダイヤモンドを超硬合金チップに埋

め込み、耐磨耗性を向上した複合硬質材料の開発を目指す。 

この目的を達成するために、ベース硬質合金の焼結温度を低下させ、ダイヤモンドを強固に保持

し、かつ、ダイヤモンドを損傷させない最適な焼結条件を、実験により明らかにした。ダイヤモン

ドと超硬合金（WC-Co）を焼結する際、あらかじめ微量の特定元素を添加混合する事で機械的性質

を落とす事無く、焼結温度を 1000℃まで下げる事に成功した。 この結果、ダイヤモンド粒がグラ

ファイト化せずに超硬合金中に均等に分散し、かつ強く保持されている耐磨耗部材の作製すること

が可能となった。地の超硬合金は一般超硬合金と同レベルの靭性を維持していた。 

 

 
研究成果 
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 今後の研 
 究計画 

 
焼結条件の最適化を図り、より強固で靭性の高いビットの開発を行う。また、磨耗試験を実施し、

実用化への課題を明らかにする。 

 


